
 

 

 

 

 

 

 

芸術の秋、天高く馬肥ゆる秋、名画鑑賞のひとときをご一緒に楽しみませんか。 

今回は、世界の黒澤、世界の三船の作品『椿 三十郎』です。 

そして映画鑑賞の後は、映画の感想をワインを片手にいかがでしょう。 

 

 

●日 時  平成２９年１１月２３日（木・勤労感謝の日） 

1４時から  

●場 所  宮崎県東京ビル１階 会議室 

      東京都千代田区九段南４―８―２ 

      電話 ０３-３２２２-１４４８ 

●上映作品 『椿 三十郎』 

●会 費  ５００円（ワイン、ソフトドリンク等を含む） 

●お申し込み先 

活性化委員会委員長 下苙 直樹 宛 

在京宮崎県人会事務局 電話・ファックス ０３-３２２２-１４４８ 

※ 席に限りがありますので、裏面の申込書によりＦＡＸでお申し込みください。 

（先着順４０名） 

 

●作品紹介 

『椿三十郎』は、前年に公開された『用心棒』の続編的作品とされています。 

白黒映画 96 分、喜劇色が濃く、伝説のラストのシーンは、一見の価値があります。 

 

原作：山本 周五郎『日々平安』より 

監督：黒澤 明 

公開：１９６２（S37）年１月１日 

出演 椿 三十郎役：三船 敏郎、 

室戸 半兵衛役：仲代 達矢 

井坂 伊織役：加山 雄三 

配給収入：４億 5, 010 万円（1961 年度邦画配給収入 1 位） 

 

黒澤 明 三船 敏郎 


